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2010 2011 2012 2013 2014 2015～

検討 準備 稼働
マ イ ク ロ ナ ノ オ ー プ ン イ ノ ベ ー シ ョ ン セ ン タ ー ( M N O I C )



BEANS加速/後継プロジェクト

G device （本格研究）

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015～

G device
@BEANS

8インチライン
設備導入

@GDC &
UMEMSME

MNOIC 検討会 MNOIC 準備会

最先端研究 ＠UMEMSME

研究成果・
パテントプール等

プロセス開発＆試作

BEANS プロジェクト 2008 - 2012

今 後 の M N O I C へ の 展 開 （ 想 定 ）

M
N

O
IC

発
足
・
運
用

研究開発

設計・試作

人材育成

加速・実証

For ライフイノベーション

For グリーンイノベーション

MNOIC =TIA-NMEMS オープンイノベーションセンター
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MNOICの目的と基本構造

マイクロナノデバイス領域において、将来の市場に直結した技術開発を先行的に実施することによって、商
品化のための投資およびリスク負担を分散・軽減し、開発期間を短縮する。これにより、日本におけるマイク
ロナノデバイス産業の競争力を国際的に強化する。

MEMS特有の条件

・リスクを取ってアプリケーション開拓を推進す
る仕組みが必要

・市場規模の拡大に伴い、商品化・事業化を推
進できる人材の育成が急務

TIA-Nano構想
融合・連携・集積 研究開発拠点

“TIA-NMEMS”に絡む人、設備、資金

中心研究者

オープンイノベーションセンター

AIST
集積マイクロシステム研究センター

・プロパー研究者

・大学兼任
・ポスドク
・PhD学生

・AIST研究者

共同研究→マッチングファンド

設備集中投資

協賛企業群
協賛金

TIA-NMEMS

・企業派遣研究者 競争的資金
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産総研 関連部門

　　　オープンイノベーションセンター(MNOIC)の考え方
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